
【イベント概要等】
○日時 平成２６年７月２１日（月）

○場所 小渋ダム

○参加人数 ２２１人（受付数）

○内容 一般の来場者が自由にダムを歩き回り、見学できるよ

うに堤体監査廊、歩廊、土砂バイパストンネルを開放。

防災関係のパネルの展示及びビデオの放映。

国土交通省及び林野庁では、昭和６２年度から、国民の皆さんに森林や湖に親しむことにより、心身をリフレッシュしながら、

森林やダム等のもっている自然豊かな空間や社会生活にはたしている役割について理解を深めていただくことを目的として、毎

年７月２１日から７月３１日までが「森と湖に親しむ旬間」と定めています。

この期間中に小渋ダムでは、特別に施設内を自由に歩き回ることのできるイベント「小渋ダム開放ＤＡＹ」を開催しました。

開催状況
平 成 ２６ 年 度

堤頂から真下を望む

続々と訪れる見学者

パネル展示
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平 成 ２６ 年 度

コンジットゲート

近づくと大きなゲート 堤体歩廊

堤体内監査廊

開催状況
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平成２６年７月２２日 長野日報

アンケートに協力して頂いた方へ特製絵

はがき（２枚組）のプレゼントを実施。

平 成 ２６ 年 度

堤体右岸

開催状況

副ダム右岸 土砂バイパストンネル吐口

土砂バイパストンネル内部
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